
１ ．はじめに

　わが国の社会福祉に思想や哲学の必要性が指摘され
るようになったのは1970年代以降であり

１）

，この時期は
「戦後の高度経済成長が低成長に切り替わったことで，
暮らしの指標は量から質へ，社会福祉の制度は緊縮財
政による『福祉見直し』等を経て，施設福祉から地域 ・
在宅福祉への転換を迫られた時期

２）

」であった．中野伸
彦は思想や哲学が必要となった背景として社会福祉体
系化の課題をはじめ５つの課題を挙げるが，それらは

「いずれも福祉の理論や実践の体系が，普遍的で豊かな
人間観や社会観や援助観のあり方を説く哲学や思想と
一体的に，もしくは車の両輪のような関係で体系化さ
れる必要があることを示唆している

３）

」と述べている．
わが国の社会福祉理論や政策はモダニティからポスト
モダニティへの大きな変化の中で種々の言説や理論が
紹介され展開されてきているが，近年の社会福祉学の
動向について加藤博史は「今日，社会福祉学界の論稿
には，非暴力 ・ 反優生の《人間観》は皮相的なものが
多い．各論文には，サービス供給管理と効率論があり，
処遇ノウハウがあるが，どのような社会を実現するの
かという《社会観》が欠落している．第一義的に論ず
べきは，セーフティネットの整備ではなく，人間を根
なし無縁化する社会の構造の変革でなければならな
い．

４）

」とも述べており，わが国の社会福祉は依然として
人間観 ・ 社会観 ・ 援助観等についての思想 ・ 哲学が必
要とされている状況にあると思われる．
　吉田久一は宗教と社会福祉の関係について，「社会福
祉の政策的プログラムは，社会科学の任務であるが，
宗教の役割は主として，その内面的価値的なものであ

る」と述べ，歴史的に見ると，宗教思想は社会福祉従
事者の内面的 ・ 価値的な主体的動機付けやその人間形
成において機能してきたのであり，宗教と社会は隔絶
したものではなく，むしろ相互の緊張関係にあると述
べている

５）

．この見解によれば，仏教思想は，社会福祉
における援助者の思想や哲学において意義を有するも
のと考えられる．
　このような状況において，筆者の研究は仏教思想の
福祉思想的意義を考察 ・ 検討するものである．本稿は
特に原始仏教に焦点を当てる．吉田久一は原始仏教の
福祉思想が現代の社会福祉思想に提起できるものとし
て⑴慈悲―菩薩行，⑵縁起相関関係，⑶仏教は固定観
念を排しすべてを「空」とみる，⑷戒律 ・ 修行，⑸衆
生 ・ 世間 ・ 僧伽，⑹国家 ・ 社会，⑺福祉関連事項とし
ての布施 ・ 四無量心 ・ 四摂事 ・ 福田思想，といった諸
点を指摘している

６）

．
　吉元信行は修行の実践徳目である「三十七道品」が
仏教福祉の実践体系であると述べている．吉元は三十
七道品の各項目を次のように解釈している

７）

．
五根　…有情の生命や精神の自主的活動力の中で，

特に理想への志向能力を示す．すなわち，
信 ・ 勤 ・ 念 ・ 定 ・ 慧という人間の精神的
向上への可能性であり，仏道実践者の資
質である．

四念処…身は不浄であり，受は苦であり，心は無
常であり，法は無我であるという仏道（福
祉）実践者の人間観である．

四正勤…五根の中の勤は四正勤という向上への方
法論へと展開する．すなわち，律儀断（既
に生じた悪を除こうと勤める）・ 断断（悪
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を生じないように勤める）・ 随護断（善を
生じるように勤める）・ 修断（既に生じた
善を増すように勤める）という人間処遇
の目標である．

四神足…五根の中の定は，人間性向上への心の自
在性である四神足へと展開する．すなわ
ち，欲（向上を願う心＝懈怠の対治）・ 勤

（向上への努力＝掉挙の対治）・ 心（しっ
かりとした心を修める＝睡眠 ・ 惛沈の対
治）・ 観（智慧をもって思惟観察する＝散
乱の対治）という仏道実践者の向上心，
心の自在性である．

五力　…向上力．信 ・ 勤 ・ 念 ・ 定 ・ 慧
七覚支…実践．択法（真実を選ぶ）・ 精進（努力）・

喜（実践の喜び）・ 軽安（心身の適応）・ 捨
（とらわれのない平安）・ 定（精神集中）・
念（専念）．

八正道…正見 ・ 正思惟 ・ 正語 ・ 正業 ・ 正命 ・ 正精
進 ・ 正念 ・ 正定

　また吉元によれば，三十七道品は仏道実践者の資質
ないし内面的な動きとしては五根（のうち特に「勤」）
を端緒とし，五根→五力→四正勤＋四神足と展開し，
さらに五力のいずれかからの展開 ・ 実践として七覚支 ・
八正道が位置づけられ，また基本的な人間観 ・ 身体観
としては四念処がある，とその全体像を把握すること
ができる

８）

．
　池上要靖は『メッタ・スッタ

９）

』およびその註釈（『クッ
ダカパータ ・ アッタカター』の該当箇所）の記述に注
目し，そこには対人関係における倫理的側面，特に自
己と他者との係わりにおいて自己の欲望や他者との比
較に流されず，また自己の好き嫌いに因らないという
意味での「平等」を知ることよる「満足（足ることを
知る）」や「謙虚」，そして為すべきことを為す「智慧」
の重要性が示されていることを指摘している

10）

．
　原始仏教における福祉思想を「縁起思想に基づく慈
悲の実践」と捉えることは首肯されると考えるが，経
典に説かれる種々の福祉関連事項は，教説の成立や発
展の前後の問題等もあり，必ずしも体系立てて説かれ
ているわけではない．また，管見では原始仏教におけ
る福祉思想の全体像がどのような思考と行動のプロセ
スであるのかという基本的な枠組みを整理した先行研
究は少ない．
　そこで本稿では，上記の先行研究に示唆を受けつつ，

原始仏教経典に基づく援助者の思考と行動の基本的な
枠組みを提示し，その意義を検討することを目的とす
る．
　本稿で扱う原始仏教経典は，主に『スッタニパータ』・

『ダンマパダ』・『ウダーナヴァルガ』等，特に成立の古
いとされる経典に加え，『サンユッタニカーヤ』，『ディー
ガニカーヤ』等のニカーヤ文献，また在家出家者への
教訓的内容を含んでいる『ジャータカ』（のうち特に韻
文の部分）とし，律蔵やアビダルマ文献は扱わない．
これらの経典に注目するのは，仏教の根本的かつ普遍
的な教説を基盤とすることによって，仏教福祉実践の
基本的なモデルを示すためである．まず，経典から福
祉思想に資する内容の説かれた経文を抽出し，そこに
含まれる概念をさらにいくつかのカテゴリーに分類し
た．そして，援助者が自己に対してなすべき取り組み，
次いで他者に対してなすべき取り組みについて，人間
観 ・ 社会観 ・ 援助観といった視点から整理し，仏教思
想に基づく援助者の思考と行動の基本的な枠組みを提
示する．経典の邦訳は主に中村元を中心とした種々の
翻訳研究，原文は主に PTS 版によった．紙幅の都合に
より抽出した経文および典拠は一部のみ掲載する．

２ ．「縁起」と「慈悲」による人間観・社
会観

　本節ではまず，縁起と慈悲に基づく仏教福祉の理念
について述べる．
　釈尊の説いた教えは dharma（dhamma� 法）と言わ
れる．「ダルマ」は語源的には %dhr，「保つ ・ 支持す
る」を意味する言葉であり，ダルマとは「人が人とし
て保つべき，普遍的な真理」という意味を含んでいる．
縁起思想の成立と展開については本稿では省略するが，
本稿では「縁起」思想は「すべての現象は無数の因や
縁によって相互に関係しあって成立していること」を
意味するものであり，この「縁起」思想が「ダルマ」
の原理であると考える．また，この意味の「縁起」が，
仏教福祉思想における人間観 ・ 社会観の基盤であると
考える．
　援助者においては，現実をそのように客観的に認識
するというだけでなく，人間や社会がそのように存在
しているという人間観や社会観に照射され，援助者自
身が自己のあり方をあらためて振り返りながら他者と
の関わりのあり方を問い直す，という姿勢が必要とな
ると思われる．
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DN.XVI,�MPS.,�2-26　それ故に，この世で自らを
島とし，自らをたよりとして，他人をたよりとせ
ず，法を島とし，法をよりどころとして，他のも
のをよりどころとせずにあれ．

11）

　この教説によれば，人間はダルマ（法）をよりどこ
ろとすべきであるが，そのダルマ（法）を実践するの
は他でもない人間であるからこそ，釈尊は「ダルマ

（法）によれ」と説くと同時に，「自己によれ」とも説
いている．すなわち，この教説はダルマを実践する援
助者自身の「自己」をまずは確立すべきであることを
示唆している．
　次に，「なぜ他者に対する慈悲を実践するのか」とい
うことについて考えてみたい．パセーナディ国王とマッ
リカー王妃の次のような会話が注目される．

SN.Ⅲ-1-8-7　「尊いお方さま．ここでわたしは，
……マッリカー妃にこのように言いました．―『そ
なたは，自分よりももっと愛しい人が，だれかい
るかね？』と．そのように言われて，マッリカー
妃は，わたくしにこのように申しました．―『大
王さま．わたくしには，自分よりももっと愛しい
人はおりません．あなたにとっても，ご自分より
ももっと愛しい人がおられますか？』と．このよ
うに言われたので，わたくしはマッリカー妃に申
しました．―『マッリカーよ．わたしにとっても，
自分よりもさらに愛しい他の人は存在しない』
と．」／8　そこで尊師はこのことを知って，その
時，この詩を唱えられた．「どの方向に心でさがし
求めてみても，自分よりもさらに愛しいものをど
こにも見出さなかった．そのように，他の人々に
とっても，それぞれの自己が愛しいのである．そ
れ故に，自己を愛する人が，他人を害してはなら
ない」と．

12）

　この教説によれば，他者に対する慈悲の根底には，
自己自身に対する内省があることがわかる．夫（国王）
よりも「自己自身が愛しい」という妻（王妃）の考え
方を釈尊は承認している．人間は縁起的存在であり，
すべての生きとし生けるものとの関係性の中に生を受
け育まれている．縁起思想はこの意味で，人間はそれ
ぞれがかけがえのない存在であり，意義のある存在で
あると捉える人間観を示唆する．そしてこの会話は，
そうした自己のあり方に目を向けて反省し，人間は「自
己が一番愛しい」（＝かけがえのない存在である）とい
うことに気が付くからこそ，他者も同じく他者自身の

自己をかけがえのない存在として愛しく思っていると
いうことに気が付く，という自己理解 ・ 他者理解のプ
ロセスを示唆していると考えられる．

Dhp.129　すべての者は暴力におびえ，すべての
者は死をおそれる．己が身をひきくらべて，殺し
てはならぬ．殺さしめてはならぬ．／130　すべて
の者は暴力におびえる．すべての（生きもの）に
とって生命は愛しい．己が身にひきくらべて，殺
してはならぬ．殺さしめてはならぬ．

13）

　またこの教説によれば，人間存在の「弱さ」に眼差
しを向け，「生きとし生けるものはそれぞれ死や暴力を
恐れている」存在と捉える人間観によって，「自己も他
者も傷つけない（不傷害�ahimsā）」ことを理想的な社
会の幸福のあり方とする社会観が示唆される．

３ ．援助観⑴

３－ １．実践の指針―止悪修善
Dhp.183　すべて悪しきことをなさず，善いこと
を行ない，自己の心を浄めること，―これが諸の
仏の教えである．

14）

　ここに説かれるように，仏教の実践の指針は，悪を
離れ悪をなさず，善に近づき善を修するということ，
一言で言うならば「止悪修善」ということができる．
　経典や戒律が整理 ・ 制定される過程において，止悪
修善の方法は一般的な形としては五戒 ・ 十善としてま
とめられた．五戒とは１．生き物を殺すなかれ（不殺
生）２．盗むなかれ（不偸盗）３．邪淫を行なうなか
れ（不邪淫）４．偽りを言うなかれ（不妄語）５．酒
を飲むなかれ（不飲酒），である．十善は，身に関して
１．生きものの生命を奪うことを断つこと，２．盗み
を断つこと，３．性の欲望に関して邪まな行動を断つ
こと，口に関して４．虚言を断つこと，５．中傷を断
つこと，６．粗暴なことばで罵ることを断つこと，７．
戯言を断つこと，意に関して８．貪欲でないこと，９．
憎しみ害する心をいだかないこと，10．正しい見解を
持っていることである

15）

．
　これらの体系は所伝によって相違があるものの，身

（身体的動作）・ 口（言葉づかい）・ 意（心のあり方）の
三業をととのえ，悪を離れ善をなすべきことが示され
ている．こうした止悪修善が，仏教福祉の実践の指針
といえる．
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３ － ２ ．仏教における認識論
⑴　三法印（四法印）
　仏教における現実認識のあり方は三法印（ないし四
法印）といわれ，一般に「諸行無常」「諸法無我」（「一
切皆苦」）「涅槃寂静」と知られている．

Dhp.277　「一切の形成されたものは無常である」
（諸行無常）と明らかな智慧をもって観るときに，
ひとは苦しみから遠ざかり離れる．これこそ人が
清らかになる道である．／278　「一切の形成され
たものは苦しみである」（一切皆苦）と明らかな智
慧をもって観るときに，ひとは苦しみから遠ざか
り離れる．これこそ人が清らかになる道である．
／279　「一切の事物は我ならざるものである」（諸
法非我）と明らかな智慧をもって観るときに，ひ
とは苦しみから遠ざかり離れる．これこそ人が清
らかになる道である．

16）

　この教説は世間を上記のように観ることが苦しみを
離れる方法であるという．これが，仏教における現実
認識の基本的なあり方と言える．

⑵　十二因縁
　縁起の思想が徐々に発展 ・ 展開し整理される中で，
縁起は「十二因縁」として体系化された．「十二因縁」
の説によれば，無明（無知）・ 行（形成力）・ 識（識知）・
名色（精神的存在と物質的存在）・ 六処（眼 ・ 耳 ・ 鼻 ・
舌 ・ 身 ・ 意識という六つの認識の場）・ 触（接触）・ 受

（感受作用）・ 愛（欲望）・ 取（固執 ・ 執著）・ 有（生存）・
生（誕生）・ 老死（老いることと死ぬことに代表される
諸々の苦しみ）の十二の項目について，無明の故に行
があり…と観ずるのを順観，逆に無明を滅すれば行が
無く…と観ずるのを逆観という．十二因縁は，こうし
た因果を観察することによって，諸々の苦しみの原因
を明らかにし，苦を克服する過程を体系化したものと
言える．

17）

⑶　四諦 ・八正道
　また，四諦（四つの真理）・ 八正道（八つの正しい実
践）の説も，苦の認識から苦の克服までの過程を体系
化したものである．苦しみ（苦諦）・ 苦しみの生起（集
諦）・ 苦しみの滅（滅諦）・ 苦しみを滅する道（道諦）と
いう四つの真理に対し，そうした苦しみを滅する道が

「八正道（正見【正しい見解】・ 正思惟【正しい思惟】・
正語【正しいことば】・ 正業【正しい行い】・ 正命【正し

い生活】・ 正精進【正しい努力】・ 正念【正しい気づか
い】・ 正定【正しい精神統一】）」として体系化されてい
る

18）

．
　現実社会には様々な「苦しみ」生起するが，仏教で
は「苦しみ（苦）」の原意は「思い通りにならないこ
と」を意味する．三宝印（四法印），十二因縁，四諦 ・
八正道といった認識論や身 ・ 口 ・ 意の営みによって

「苦」に向かい合うことが，苦しみを離れるための方法
であり，問題追求の方法論でもあるといえる．

３ － ３ ．自己をととのえる
　経典では，自らの行為すなわち身 ・ 口 ・ 意のそれぞ
れにおいて，粗暴な行為を「つつしみ」，悪を離れ，善
いことを行うことによって，「自己をととのえる」べき
であると説かれている．

Dhp.360　眼について慎しむのは善い．耳につい
て慎しむのは善い．鼻について慎しむのは善い．
舌について慎しむのは善い．／361　身について慎
しむのは善い．ことばについて慎しむのは善い．
心について慎しむのは善い．あらゆることについ
て慎しむのは善いことである．修行僧はあらゆる
ことがらについて慎しみ，すべての苦しみから脱
れる．／362　手をつつしみ，足をつつしみ，こと
ばをつつしみ，最高につつしみ，内心に楽しみ，
心を安定統一し，ひとりで居て，満足している，
―その人を〈修行僧〉と呼ぶ．／363　口をつつし
み，思慮して語り，心が浮わつくことなく，事が
らと真理とを明らかにする修行僧―かれの説くと
ころはやさしく甘美である．

19）

　「慎しむ」ということに関しては，「知足（足るを知
ること）」や「謙虚であること」も奨励されている．し
かし，現実には他者との関わりや種々の人間関係の中
で，さまざまな「負の感情」が引き起こされることも
少なくない．一般に仏教では無数の執著 ・ 煩悩を「貪

（むさぼり）」「瞋（いかり）」「癡（おろか）」の三毒と
総称するが，本研究に関する事項として特に注目され
るのは「怒り」「怨み」「慢心」に対する教戒である．

Udv.20-11　他人が怒ったのを知って，それについ
て自ら静かにしているならば，その人は，自分と
他人と両者のためになることを行なっているので
ある．／12　自分と他人と両者のためになること
を行なっている人を，「弱い奴だ」と愚人は考え
る．―ことわりを省察することもなく．／13　愚
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者は，荒々しいことばを語りながら，「自分が勝っ
ているのだ」と考える．しかし謗りを忍ぶ人にこ
そ，常に勝利があるのだ，と言えよう．／14　ひ
とは，恐怖のゆえに，優れた人のことばを恕す．
ひとは，争いをしたくないから，同輩のことばを
恕す．しかし自分よりも劣った者のことばを恕す
人がおれば，それを，聖者らは，この世における

〈最上の忍耐〉と呼ぶ．
20）

Dhp.3　「かれは，われを罵った．かれは，われを
害した．かれは，われにうち勝った．かれは，わ
れから強奪した．」という思いをいだく人には，怨
みはついに息むことがない．／4　「かれは，われ
を罵った．かれは，われを害した．かれは，われ
にうち勝った．かれは，われから強奪した．」とい
う思いをいだかない人には，ついに怨みが息む．
／5　実にこの世においては，怨みに報いるに怨み
を以てしたならば，ついに怨みの息むことがない．
怨みをすててこそ息む．これは永遠の真理である．
／6　「われらは，ここにあって死ぬはずのもので
ある」と覚悟をしよう．―このことわりを他の人々
は知っていない．しかし，このことわりを知る人々
があれば，争いはしずまる．

21）

Sn.930　また修行者は高慢であってはならない．
また（自分の利益を得るために）遠廻しに策した
ことばを語ってはならない．傲慢であってはなら
ない．不和をもたらす言辞を語ってはならない．
／931　虚言をなすなかれ．知りながら詐りをしな
いようにせよ．また生活に関しても，知識に関し
ても，戒律や道徳に関しても，自分が他人よりも
すぐれていると思ってはならない．／932　諸々の
出家修行者やいろいろ言い立てる世俗人に辱しめ
られ，その（不快な）ことばを多く聞いても，あ
らあらしいことばを以て答えてはならない．立派
な人々は敵対的な返答をしないからである．

22）

　こうした教説によれば，他者との優劣や勝敗に執著
することによって対立がおこること，対立関係におい
ては自分が優れていると思うという慢心がおこること，
また対立関係における「負の感情」の連鎖は友好な対
人関係を築くのには無意味であること，したがって優
劣や勝敗に執著せず，たとえ他者にそうした感情をぶ
つけられたとしても，こちらは種々の「負の感情」を
静め，堪え忍ぶと言う態度が結果的に双方の利益とな
ることを示唆している．

　では，なぜ「負の感情」に対して自己をととのえ，
「悪」を離れ「善」を修することが双方の利益となるの
か．その理由について，経典では自己の「行為」が自
己の「業」のもととなり，その行為の善 ・ 悪の結果は
遅かれ速かれ自己のもとに戻ってくるからであると説
かれている．すなわち，善悪の行為の報いは必ず自分
自身に戻ってくるということが，倫理的基準である．

３ － ４ ．つとめ励む
　三十七道品の各項目の経証は割愛するが，その中で
最も基本であると指摘されている「つとめ励むこと」
に関しては「学ぶ」ことの意義も強調されている．

Dhp.21　つとめ励むのは不死の境地である．怠り
なまけるのは死の境涯である．つとめ励む人々は
死ぬことが無い．怠りなまける人々は，死者のご
とくである．／22　このことをはっきりと知って，
つとめはげみを能く知る人々は，つとめはげみを
喜び，聖者たちの境地をたのしむ．／23（道に）
思いをこらし，堪え忍ぶことつよく，つねに健く
奮励する，思慮ある人々は，安らぎに達する．こ
れは無常の幸せである．

23）

Dhp.45　学びにつとめる人こそ，この大地を征服
し，閻魔の世界と神々とともなるこの世界とを征
服するであろう．わざに巧みな人が花を摘むよう
に，学びにつとめる人々こそ善く説かれた真理の
ことばを摘み集めるであろう．

24）

　以上，これらの教説のように，援助者には自己の内
省を通して，生きとし生けるものはそれぞれ自己が愛
しく，死や暴力を恐れる存在であることを認識するこ
とが求められる．そうした内省に基づき，他者へのか
かわりの中で自己の身 ・ 口 ・ 意の三業の行為をととの
え，学びと向上につとめ励むことが，援助者の自己に
対する思考と行動のパターンといえる．

４ ．援助観⑵

　本節では，他者に対してどのように積極的にかかわっ
ていくかについて述べる．

４ － １ ．「善き友」としての慈・悲の実践
　「慈悲」の「慈」は「楽を与えること」と解釈されて
おり，また「慈悲」を意味する maitrī は「友」（mitra）
を語源としている．「友」（mitra）という概念に注目す
ると，経典には，善き友と交わるべきことに加え，ど
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のような者とも友となること，また他者にとって自ら
が「善き友となる」ことによって，できる範囲で相手
の苦悩を除くことが奨励されている．

Dhp.76　（おのが）罪過を指摘し過ちを告げてく
る聡明な人に会ったならば，その賢い人につき従
え．―隠してある財宝のありかを告げてくれる人
につき従うように．そのような人につき従うなら
ば，善いことがあり，悪いことは無い．／77　（他
人を）訓戒せよ，教えさとせ．宜しくないことか
ら（他人を）遠ざけよ．そうすれば，その人は善
人に愛せられ，悪人からは疎まれる．

25）

　「善き友」は，穏やかで相手にとって好ましい言葉を
語るべきではあるが，過ちは過ちであると指摘し，相
手を訓戒し教え諭すということも善き友の役割である．
　また，慈悲の「悲」（karunā）は「苦しみを抜く」
とも解釈されている．例えば『ジャータカ』第454話に
は，息子との死別の悲しみにくれるヴァースデーヴァ
大王に対して，弟の賢者ガタが「月のウサギが欲しい」
と繰り返し，気がふれたように装うという巧みな手段
によって，得られるはずのないもの（息子の不死）を
求めることの無意味さを大王自身に気づかせ，大王の
悲しみを除いたという話が収録されている

26）

．原始仏教
では，人間は「諸行無常」や「諸法無我」という理を
認識しないが故に，さまざまな執著 ・ 煩悩によって苦
しみを受けるということを説いている．他者をあわれ
む（悲）ことは，単に同情するということではない．
人間の身体や生命も無常なるもの ・ 無我なるものであ
るという事実に気づかせ，ありのままに受け入れるこ
とができるようにサポートすることが，苦しみを抜く
ということの本質であるといえる．

４ － ２ ．与えること・分かち合うこと
　利他的なはたらきかけとしては，他者に対して親切
であること ・ 与えることに加えて，「分かち合うこと」
が奨励されている．

SN.Ⅰ-4-2-5　曠野の旅の道づれのごとく，乏しき
中よりわかち与える人々は，死せる者どものうち
にあって滅びず．これは，永遠の法である．或る
人々は，乏しき中からわかち与え，或る人々は，
豊かであっても与えない．乏しき中からわかち与
えたならば，〔その施与は〕千倍にも等しいと量ら
れる．

27）

　ただし，他者を害することによって与えること，自

己の利を求めて与えること，あるいは無思慮に自己を
捨てるように与えること等は否定されている．

４ － ３ ．恕する（ゆるす）こと
　また，たとえ悪い行いをした人や，怠けていた人で
あっても，謝罪や懺悔があればそれを受け入れて恕す
る（ゆるす）こと，また，そうした人が後に善によっ
てつぐなうならば，その人の更生する可能性を信じる
ことが奨励されている．

Dhp.172　また以前には怠りなまけていた人でも，
のちに怠りなまけることが無いなら，その人はこ
の世の中を照らす．―あたかも雲を離れた月のよ
うに．／173　以前には悪い行ないをした人でも，
のちに善によってつぐなうならば，その人はこの
世の中を照らす．―雲を離れた月のように．

28）

『ジャータカ』第312話「47　〔おのが〕過失を認
むる者とその告白を〔許すことを〕知る者には，
和合はいっそう強まり，その絆は朽ちることなし．
／48　他人の犯せし罪科をばわが身に結びつけん
とする者こそ，より気高く，重荷を運び，責を果
たす者なれ．」

29）

　「ゆるす」を意味する言葉には，「許す」や「赦す」
に加えて，「恕す（恕する）」という言葉もある．「恕」
の字がもつ「ゆるす」の意は，単に相手の罪や過ちを
とがめず赦免するというのではなく，「他人の意を忖度
し，これを顧みること」，「思いやりの心で罪過などを
ゆるす」などの意味があるとされている

30）

．相手と自分
を置き換えて考え，慈悲の心で他者を「ゆるす」とい
うとき，概念として「恕す」という言葉が適切なので
はなかろうかと考える．

４ － ４ ．恩を知るということ
　また，人間は多かれ少なかれ，他者のはたらきによっ
て自分自身の生存があるということ，すなわち他者の

「恩を知る」ことが奨励されている．
『ジャータカ』第456話「21　バラモンよ，いかな
るときも世の中で，正しい人と出会ったならば，
賢い人は，ひとときの遇い，長きつき合い，ある
いはかつての恩義であっても，無にしない．／22　
愚かな人は，ひとときの遇い，長きつき合い，あ
るいはかつての恩義でさえも，無にしてしまう．
愚かな人のところでは，おおくの恩義が消え失せ
る．つまり，愚か者とは恩知らず．／23　賢い人

仏教福祉思想の枠組み（吉村）

―�6�―



は，ひとときの遇い，長きつき合い，あるいはか
つての恩義であっても無にしない．賢い人のとこ
ろでは，わずかな恩義も消えはしない．つまり，
賢い者はよく恩を知る．」

31）

４ － ５ ．寛容であること
　また，見解が異なる相手に対して寛容であることも
奨励される．種々の見解の相違があるときに寛容を導
く方法としては，次の二つの方法が示唆されている．
一つは，見解の異なる相手とは，見解の一致する点に
ついて論じ合い議論を深めるという方法である．

四，カッサパよ，ある道の人 ・ バラモンたちは，
知識があり，鋭敏であり，論争に巧みであり，毛
髪を射抜くほど細心であります．かれらは，智慧
によってさまざまな見解を打ち破るかのように行
動しています．わたしは，かれらとも，ある点に
ついては一致し，ある点については一致しません．
かれらがある点について『よい』ということを，
われわれもまた，その点について『よい』といい
ます．かれらがある点について『よくない』とい
うことを，われわれもまた，その点について『よ
くない』といいます．かれらがある点について『よ
い』ということを，われわれは，その点について

『よくない』というのです．かれらがある点につい
て『よくない』ということを，われわれは，その
点について『よい』といいます．われわれがある
点について『よい』ということを，他の者たちも
また，その点について『よい』といいます．（中
略）／五，「わたしは，かれらに近づいて，こう
いったのです．『友よ，われわれがいろいろな点に
ついて一致しない場合には，それらの点はそのま
まにしておきましょう．一致する点がある場合，
賢者たちは，先生によって先生に，僧団によって
僧団に，問い，尋ね，討論すべきです．

32）

　見解が一致しない点に関して議論しどちらかの正負
を決定しようとすると，それぞれの見解に対する執著
が生じてしまう．しかし，見解が一致する点に関して
議論することにおいては，相互の負の感情が高まらず，
むしろ議論が深まる可能性がある．したがって，見解
が一致しないことがらについてはそのままにしておき，
見解が一致する点について注目し議論を深めるという
方法が示唆される．
　いま一つは，人間は自分が経験したことによって見

解を立てており，それぞれが体験した限りにおいての
真実を語るのであるから，それぞれの見解はものごと
の全容ではないが部分的に真実を語っているという視
点に立つことである．

Sn.883　或る人々が「真理である，真実である」
と言うところのその（見解）をば，他の人々が「虚
偽である，虚妄である」と言う．このようにかれ
らは異った執見をいだいて論争をする．何故に諸々
の〈道の人〉は同一の事を語らないのであろうか？
／884　真理は一つであって，第二のものは存在し
ない．その（真理）を知った人は，争うことがな
い．かれらはめいめい異った真理をほめたたえて
いる．それ故に諸々の〈道の人〉は同一のことを
語らないのである．／885　みずから真理に達した
人であると自称して語る論者たちは，何故に種々
異った真理を説くのであろうか？　かれらは多く
の種々異った真理を（他人から）聞いたのである
か？　あるいはまたかれらは自分の思索に従って
いるのであろうか？／886　世の中には，多くの
異った真理が永久に存在しているのではない．た
だ永久のものだと想像しているだけである．かれ
らは，諸々の偏見にもとづいて思索考究を行なっ
て，「（わが説は）真理である」「（他人の説は）虚
妄である」と二つのことを説いているのである．

33）

　また，『ウダーナ』には，盲人と象の寓話が引用され
ている．ある王が，生まれながらの盲人たちに象の一
部をあちこち触らせた後，それぞれに「象とはどのよ
うなものか」と問い，その見解の相違によって言い争
う盲人たちの姿を見て王は大いに喜んだ，という話で
ある

34）

．
　盲人が象の一部を触って象がどのようなものかを主
張したように，人間は，自分が経験したことによって
見解を立てる．象の一部は象そのものではないが，盲
人たちの主張は確実に象の一部を表現してはいるので
ある．つまり，それぞれが経験した限りにおいては，
真実を語っている．したがって，それぞれの語ってい
ることはものごとの全容ではないが，部分的に真実を
語っているという視点に立てば，それぞれの見解の真
実性を信頼しつつ，相互の見解を聞き入れ総合的に判
断するという態度が導かれる．
　こうした方法によって論争を超えた立場に立つべき
であるが，これらはただ無批判に相互の主張を許しあ
うことではなく，「共に学ぶ」というあり方を示唆して
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いるものとも考えられる．そうした「共に学ぶ」とい
う立場で他者と関わることによって，自己も他者も傷
つけず，双方にとって向上につながり，双方の利益と
なる創造的な「場」が形成されることになるのではな
かろうか．

５ ．考　察

　仏教福祉の実践は，自己をととのえ自己の確立と自
他の尊重をはかることによって，人々の心の平安と社
会の和合を導き，自他共に傷つけない，すべての人の

自己実現ないし社会における幸福 ・ 利益 ・ 安楽の実現
を目指すものと考えられる．上来述べてきた内容をま
とめ，仏教福祉における思考と行動の枠組みの基本モ
デルとして図示すると図１のようになる．
　援助者が自己の価値観について理解する「自己覚知

（自己理解，self-awareness）」は，援助者としての自ら
の専門性の維持 ・ 向上のために，またクライエントと
の適切な援助関係構築のためにも必要不可欠であると
いわれる

35）

．バイステック（F.� P.� Biestek）は「受容」
について述べる中で，自己覚知の欠如が適切な現実把

図 １　原始仏教経典に基づいた仏教福祉における思考と行動の枠組み
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握やあるがままのクライエントを処遇することを妨げ
ることを指摘している

36）

．縁起 ・ 慈悲の思想は，相互関
係性の中に生きる人間存在の「かけがえのなさ」や，
人間存在の「弱さ」を視座とする人間観を示している．
援助者においては，そうした視座から自己の人間観に
ついて振り返ることが求められよう．
　また，対人援助職におけるストレスやメンタルヘル
スに関して，例えばホックシールド（A.�R.�Hochschild）
の唱えた「感情労働（emotional�labor）

37）

」が社会福祉に
おいても関心事の一つとなっている

38）

．確かに，対人援
助の場において，組織の一員である援助者がその心身
に生起する種々の感情や行為を完全にコントロールし
たり，葛藤を回避したりすることは容易ではない．し
かし，仏教福祉における思考と行動の枠組みにおいて
は，上記のような人間観 ・ 社会観に基づき，自己と他
者の双方を意義ある存在と捉え尊重しつつ，援助者自
身の負の感情から「離れる」方法や，対立を回避する
アプローチの一端を示していると考えられる．
　こうした仏教福祉における人間観 ・ 社会観 ・ 援助観
等の思想 ・ 哲学は，現代の社会福祉やソーシャルワー
ク理論の実践において，援助者が適宜に参照し補完す
ることによって，よりよき援助実践の展開が期待され
るのではないだろうか．（本文中敬称略）
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